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　新型コロナウイルス感染症の感染防止対策のため、マ
スクの着用が習慣化したことで口呼吸になっていません
か。口呼吸になると、口の乾燥、舌や顔の筋力低下など
口腔機能が低下する恐れがあります。
　小豆島中央病院リハビリテーション科が考案した自宅
でできる体操を行い、感染症に負けない体づくりをして
いきましょう。

飲み込みにくい方や食べ物が喉に残りやすい方におすすめの運動
　首の筋力強化によって、飲み込みやすくなることが期待できます。ただし、首の病気がある方
や痛みを感じる方は実施しないでください。

運動をするときの注意点
◦口腔内がきれいな状態で行う
◦無理をせず、自分のできる回数
　で行う
◦自身の体調等に合う運動を選ぶ

問い合わせ先　高齢者福祉課　☎82－7006

口の運動

おでこ体操 頭部挙上運動

舌の運動
頬を膨らませてから、すぼめる。
ポイント

口から息が漏れないよう気を付ける。

手とおでこを押し合う。
ポイント

喉のあたりに力を入れる。

頭を上げ下げする。
ポイント

つま先を見るように頭を起こし、肩が
上がらないようにする。

舌を前方、上下左右に動かす。
ポイント

なるべく大きくゆっくり動かす。

新型コロナウイルス・インフルエンザに負けない体をつくりましょう

～口の体操をしよう～

小豆島中央病院公式マスコット
「ショードくん」
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
と

利
用
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

外
食
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
践
応
援

給
付
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

給
付
対
象
者

　
次
の
①
～
③
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
事
業
者
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
町
内
で
飲
食
店
を
営
む
事
業

者
で
あ
る
こ
と

②
一
般
社
団
法
人
日
本
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
協
会
お
よ
び
一
般

社
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
同

業
組
合
中
央
会
が
作
成
し
た

「
外
食
業
の
事
業
継
続
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
遵

守
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
こ
と

③
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

給
付
額　

①
酒
類
の
提
供
が
あ
る
事
業
者

　
30
万
円

②
そ
の
他
の
事
業
者
20
万
円

※
１
事
業
者
に
つ
き
、
１
回
限

り
で
す
。

申
請
期
限　
３
月
31
日
㈬

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予

約
・
申
し
込
み
を
行
い
、
選
択

し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
や
お
買

い
物
を
す
る
と
、ポ
イ
ン
ト
（
上

限
５
，０
０
０
円
分
）
が
付
与

さ
れ
ま
す
。

手
続
き
と
お
買
い
物
・
チ
ャ
ー

ジ
の
期
限

　
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
９
月
末
ま
で
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

対
象
者

　

３
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方

申
し
込
み
方
法

◦
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続
き
ス

ポ
ッ
ト
（
町
役
場
、
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、
携

帯
シ
ョ
ッ
プ
等
）

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

◦
パ
ソ
コ
ン

※
ご
自
身
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
難
し

い
方
は
、
職
員
が
お
手
伝
い
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・

申
し
込
み
支
援
窓
口

日
時

◦
平
日

　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

◦
休
日　
毎
月
第
２
日
曜
日　

　
９
時
～
15
時

◦
平
日
夜
間　
毎
週
木
曜
日　

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　
17
時
15
分
～
19
時　
　

※
休
日
は
完
全
予
約
制
で
す
。

場
所

　

住
民
生
活
課
（
西
館
１
階
）

必
要
な
も
の

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◦
決
済
サ
ー
ビ
ス（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
等
）
の
情
報

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

時
に
設
定
し
た
数
字
４
桁
の

暗
証
番
号
（
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
暗
証
番
号
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
１
人
に
１
枚
）
を
、

加
入
し
て
い
る
世
帯
全
員
分
ま

と
め
て
、
３
月
下
旬
頃
に
世
帯

主
の
方
に
特
定
記
録
郵
便
で
お

送
り
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
４
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

を
受
診
す
る
際
は
、
今
回
お
送

り
す
る
被
保
険
者
証
を
窓
口
で

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証

　
緑
色
で
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
の
大

き
さ
で
す
。
台
紙
か
ら
は
が
し

て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ
た
ら

　
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
間

違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
、
間

違
い
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者

証
は

　
健
康
づ
く
り
福
祉
課
ま
で
お

返
し
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
で

破
棄
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
町
内
で
飲
食
店
を
営
む
事
業
者
の
方
に
、
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

遵
守
と
そ
の
実
践
を
支
援
す
る
給
付
金
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

新
し
い
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

夜間の急病やけがで
困った時は、まず救急電話相談

をご利用ください。
☆☆ 救急電話相談 ☆☆

小児向け：♯8000
一般向け：♯7899
受　　付：毎日19時～翌朝8時

外食業のガイドライン
実践応援給付金
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　現在「空き家バンク」に登録されている物件は 40 軒余。
移住者を増やすため、物件数を増やしたいという思いが
あり、どうすれば町内の空き家が活用されるのか日々考
えています。空き家を手放せない理由として「家の片付
けができずに困っている」という声がよく聞かれます。
この問題を一緒に解決することで、家を登録しても良い
と思う方が増えるのではないか？と思い、バンクに登録
していただくことを前提に片付けサポートをする「空き
家片付け大作戦」を行いました。
　家の残置物の片付けはもちろん大変ですが「宝探し」
みたいな要素もあって思いの
ほか楽しく、ボランティアス
タッフ「空き家片付け隊」も
所有者さんも、みんな喜んで
終わることができました。今
後も行いますので興味のある
方はぜひ一緒にやりましょ
う！

日時　３月 13 日㈯
　　　10 時～ ・ 13 時 30 分～
場所　働く婦人の家
講師　立花　知佐 氏
内容　八重咲の旭山桜を使った盆栽造り
定員　午前・午後ともに 10 人
参加費　2,500 円　（材料費込み）
持ち物　汚れてもよいタオル、霧吹き
申込先　働く婦人の家　☎ 82 － 0410

地域おこし協力隊活動報告
地域づくり推進員　田中　久美子

さくらの苔盆栽造り

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

掲示板

小豆島町こまめ事業
～支え愛のある地域づくりを目指して～

問い合わせ先
　高齢者福祉課（地域包括支援センター）
　　☎82－7006

みまもりタグ

～アプリのダウンロード～

月額利用料　220円

地域で見守り・支え愛の輪を広げよう

　誰もが自分らしく笑顔で生活を送ることができ、
幸齢者（幸せに齢を重ねる人）となれるように、
地域での支え愛の輪を広げていくための事業です。

こまめ事業とは

　今回は、「みまもりタグ」と「みまもりタグア
プリ」についてご紹介します。
　「みまもりタグ」は、認知症等により道に迷っ
てしまう可能性がある方のお守りです。もし、
道に迷っても、おおよその位置を特定すること
ができます。また、皆さんのスマートフォンに「み
まもりタグアプリ」をインストールしていただ
くと、早期発見につながります。( インストー
ルしている方の個人情報や位置が特定されるこ
とはありません。)
　ぜひ、アプリをインストールして日常生活の
中で見守りボランティアをしませんか。また、
道に迷うかもしれないと心配に思っている方や
そのご家族の方は、お気軽に地域包括支援セン
ターにご相談ください。

　アプリの利用は無料です。「みまもりタグア
プ リ」で 検 索 し、Android 端 末 は Google 
Play から、iOS 端末は App Store からダウ
ンロードしてください。

首から下げたり、
靴に取り付ける
ことができます。

安心して散歩が
できるなぁ~

みまもりタグアプリ 検索
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自
動
車
税
の
減
免
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
香
川
県
お
よ
び
小
豆
島
町
で

は
、
身
体
等
に
障
害
が
あ
る
た

め
歩
行
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

は
、
そ
の
利
用
す
る
自
動
車
の

自
動
車
税
（
種
別
割
）
を
減
免

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
普
通
自
動
車
の
減
免
申
請
】

　
令
和
3
年
度
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
減
免
申
請
は
、
4
月

1
日
㈭
か
ら
5
月
26
日
㈬
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
、
香

川
県
県
税
事
務
所
自
動
車
税
課

(

高
松
市
松
島
町)

で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
次
の
と
お
り
臨
時
に
出
張

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

　
4
月
8
日
㈭
、
15
日
㈭

　
5
月
13
日
㈭　

　
各
日
と
も
9
時
～
16
時

場
所　
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　
（
土
庄
町
渕
崎
甲
２
０
７
９
︱
５
）

☎
62
︱
２
２
６
６

問
い
合
わ
せ
先　

　
香
川
県
県
税
事
務
所

　
自
動
車
税
課　

☎
０
８
７
︱
８
０
６
︱
０
３
１
４

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
利
用
前
に
必
ず
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
の
減
免
申
請
】

　

令
和
3
年
度
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
減
免
申
請
は
、

5
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

　
減
免
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
車
両
は
、
自
動
車
税(

県
税)

を
含
め
、
1
人
1
台
で
す
。

前
年
度
に
減
免
を
受
け
た
方
へ

は
、
3
月
下
旬
に
郵
送
で
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
く
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
た
方
で
減

免
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

◦
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◦
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

て
い
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
ま

た
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

◦
車
検
証
（
原
動
機
付
自
転
車

な
ど
、
車
検
が
な
い
車
両
に

　
香
川
運
輸
支
局
で
は
、
小
豆

島
に
出
張
し
て
自
動
車
の
登
録

を
行
い
ま
す
。

　
実
施
で
き
る
業
務
の
内
容
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

運
輸
支
局
へ
確
認
の
上
、
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

実
施
す
る
業
務　

　
登
録
自
動
車
お
よ
び
小
型
二

輪
（
２
５
１
㏄
以
上
）
の
車
両

で
、
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

番
号
変
更
・
新
規
登
録
・
廃
車

等
の
業
務

実
施
場
所　

　
㈱
安
全
モ
ー
タ
ー
ス

　
（
土
庄
町
甲
５
８
７
８
︱
２
）

☎
62
︱
２
２
１
０

実
施
予
定
日　

4
月
21
日
㈬
・
5
月
12
日
㈬

6
月
9
日
㈬
・
7
月
14
日
㈬

8
月
18
日
㈬
・
9
月
9
日
㈭

10
月
20
日
㈬
・
11
月
4
日
㈭

12
月
15
日
㈬

令
和
4
年
1
月
12
日
㈬

2
月
17
日
㈭
・
3
月
9
日
㈬

申
請
書
受
付
時
間

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
13
時
～
13
時
20
分

自
動
車
税
等
の
申
告
納
付

　
出
張
登
録
の
申
請
時
に
自
動

車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
申
告

自
動
車
の
出
張
登
録
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

つ
い
て
は
、
標
識
交
付
証
明

証
）

受
付
場
所

◦
税
務
課

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
３

お
よ
び
納
税
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

申
請
の
予
約　

　
出
張
登
録
を
申
請
さ
れ
る
方

は
、
実
施
日
の
2
営
業
日
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）
前
の
午
前

中
ま
で
に
、
電
話
で
の
予
約
が

必
要
で
す
。
予
約
の
際
に
は
次

の
①
～
④
に
つ
い
て
申
し
出
く

だ
さ
い
。

①
実
施
日　
②
取
り
扱
う
方
の

氏
名
お
よ
び
連
絡
先　
③
自
動

車
登
録
番
号　
④
申
請
の
内
容

（
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・
番

号
変
更
・
廃
車
・
新
規
等
）

　
ま
た
、
番
号
標
（
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
伴
う

申
請
（
転
入
・
番
号
変
更
・
新

規
等
）
に
つ
い
て
は
、
予
約
時

に
自
動
車
検
査
ま
た
は
抹
消

登
録
証
明
書
の
写
し
の
提
出

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
送
付
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
香
川
運
輸
支
局
登
録
部
門

　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
予
約
）　

☎
０
５
０
︱
５
５
４
０
︱
２
０
７
５

　
０
８
７
︱
８
８
２
︱
４
０
４
１

◦
香
川
県
県
税
事
務
所

　
（
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
８
７
︱
８
８
１
︱
３
８
５
８

FAX

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

4月 15日㈭
4月 15日㈭

5月 31日㈪
5月 24日㈪
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　2020 年度の広報では島に関わる
「グローバルな人たち」をご紹介し
てきました。島のグローバルな人材
は他にもたくさんおられ、10 年後
には私たちの想像を超えたグロー
バルな島になっていると確信して

います。
　皆さんは将来を予測・想像する、ということ
は得意でしょうか？日本人は将来を想像し、準
備をすることに長けていると思います。災害が
起きた時を考えて、老後に備えて、と準備をす
るのは簡単なようで難しい。けれど、実践して
いる方が多いのが日本人です。
　では、10 年後の小豆島がどんな風になってい
るか、と想像するときに「外国人の方との多文
化共生」は含まれているでしょうか？正直なと
ころ、島に多様な国籍の方が住んでいる状況を
思い描くのは難しいですよね。私は海外で「多
文化共生」を実現している国で暮らした経験を
当てはめて想像をしているだけで、正確な島の

多文化共生を描けていないかもしれません。ま
た、私の想像が間違っている可能性もあります。
　しかし、現実として島に住む外国人の方の数
は増えていますし、日本が外国の方の力を借り
てその経済を支えていく必要に迫られているの
も事実です。したがって、近い将来、あらゆる
国籍の方が住む場所となる島を想像しておくこ
とは大事かもしれません。例えば、外国人とい
う枠でなく、他県から移住してきた方が増える、
という状況なら思い浮かぶでしょうか。島に魅
せられ、県内外から移り住んできたという方は
皆さんの周りにもいますよね。海外から来られ
る方も、その延長で考えると想像しやすいかも
しれません。
　皆さんと海外の方が一緒に笑顔で暮らしてい
けるよう、非力ですが私ができることを継続し
ていく 2021 年度にしたいと思っています。（次
号に続く）
　Acts of kindness have a global impact.
　小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

～グローバルな風は小豆島から～～グローバルな風は小豆島から～

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

脱メタボ！内臓脂肪を減らす食生活
日　時：3 月 19 日㈮　10 時～ 11 時
場　所：小豆島町役場西館１階保健センター
対象者：町内在住者
内　容：管理栄養士・歯科衛生士による講話
　　　　（調理はありません）
準備物：筆記用具
定　員：12 人	
申込期限：3 月 15 日㈪
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82 − 7038

食の教室Ｋ’ｓキッチン

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 〜 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

日　程 送　　迎　　地　　区

　３月11日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・
安田・草壁・西村

　３月18日 神浦・蒲野・吉野・二面・室生

　３月25日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・
馬木・安田・草壁・西村

※急遽中止になることがあります。予めご了承ください。
※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りのバスは15時30分頃サン・オリーブを出発します。
※マスクの着用がない方は参加できません。
※発熱などで体調が優れない場合は、参加を見合わせ
　てください。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

健 康 教 室 の ご 案 内

❖栄養価（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

54Kcal
2.8ｇ
3.4ｇ
23mg
0.9ｇ

今年度のテーマ　 ～ きのこを使った料理 ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

しめじ　　　　1 パック
えのきたけ　　1 パック
エリンギ　　　1 パック
キャベツ　　　4 枚
にんにく　　　1 かけ
水　　　　　　2.5 カップ

塩　　　　　　　　小さじ 1/2
淡口しょうゆ　　　小さじ 1/2
こしょう　　　　　少々
細ねぎ　　　　　　4 本
オリーブオイル　　大さじ 1

しめじ、えのきたけは小房に分ける。エリンギは５ｍｍの
輪切り、キャベツはざく切りにする。
オリーブオイルでにんにくを炒め、香りがでたら①を炒める。
きのこがしんなりしたら水を加え、沸騰したらキャベツ、
塩、しょうゆ、こしょうを加え、ひと煮立ちさせて火を止
める。
器に盛り、小口切りにしたねぎを散らす。

①

②
③

④

きのこたっぷりスープ

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈 

子
ど
も
の
発
熱
　
～
対
応
と
受
診
の
目
安
～ 

〉

山
　
本
　
真
由
美
先
生

す
。
数
日
は
熱
が
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
自
然
に
治
り
ま

す
。
体
温
計
の
数
字
に
び
っ
く

り
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

し
っ
か
り
水
分
を
と
る
、
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
、
熱
が
こ
も
ら
な

い
よ
う
な
着
衣
の
調
節
、と
い
っ

た
ケ
ア
で
、
数
日
で
元
気
に
な

り
ま
す
。
食
事
は
無
理
に
取
ら

　
生
後
半
年
を
過
ぎ
る
と
、
子

ど
も
は
よ
く
熱
を
出
し
ま
す
。

保
育
園
な
ど
で
集
団
生
活
を
始

め
る
と
、
一
か
月
に
何
回
も
発

熱
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
子
ど
も
の
発
熱
の
原
因
は
、

多
く
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

も
の
、
い
わ
ゆ
る
「
風
邪
」
で

せ
る
必
要
は
な
く
、
食
べ
ら
れ

る
と
き
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
遊
ぶ
元
気

が
あ
っ
て
も
、
屋
内
で
ゆ
っ
た

り
遊
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

熱
が
高
く
て
水
分
が
と
れ
な
い
、

機
嫌
が
悪
く
寝
ら
れ
な
い
、
と

い
っ
た
場
合
は
、解
熱
剤
を
使
っ

て
体
を
楽
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
発
熱
は
体
が
ウ
イ
ル
ス

な
ど
の
外
敵
と
戦
っ
て
い
る
証

拠
で
す
。
そ
の
戦
い
に
負
け
な

い
よ
う
に
、
環
境
を
整
え
た
り

水
分
摂
取
な
ど
で
お
子
さ
ん
の

体
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　
4
～
5
日
以
上
続
く
発
熱
の

場
合
や
一
般
的
な
風
邪
症
状
以

外
の
症
状
を
伴
う
場
合
に
は
、

他
の
原
因
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
尿
検
査
や
血
液

検
査
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合

も
多
い
の
で
、
診
療
時
間
内
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
生
後
3

か
月
以
内
の
お
子
さ
ん
が
発
熱

し
た
場
合
や
熱
は
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
く
て
も
ぐ
っ
た
り
し
て
い

る
、
水
分
も
と
れ
な
い
、
と
い
っ

た
と
き
に
は
、
休
日
や
夜
間
で

も
一
度
医
療
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
診
察
時
に
は
、
熱
の
経
過
の

ほ
か
、
お
子
さ
ん
の
表
情
な
ど

全
体
の
様
子
、
熱
以
外
の
症
状

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

な
ど
を
み
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
が
体
調
を
崩
し
た
ら
、
な
る

べ
く
そ
の
日
そ
の
日
で
記
録
を

残
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
受
診
す
る
と
き
に
は
、
経

過
の
分
か
る
方
が
一
緒
に
来
て

い
た
だ
く
か
、
記
録
を
持
参
し

て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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『 

文
化
の
薫
る
町 

』

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ

久
留
島
　
克
彦

　
昭
和
49
年
発
足
の
内
海
文
化

協
会
が
小
豆
島
町
文
化
協
会

と
な
り
通
算
47
年
が
た
ち
ま
し

た
。
フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ
は
、

町
の
文
化
協
会
発
足
当
時
か

ら
加
盟
し
て
お
り
、
私
個
人
も

所
属
し
て
43
年
と
な
り
ま
す
の

で
、
文
化
協
会
と
ほ
ぼ
同
じ
歴

史
を
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
江
戸
後
半
に
発
明
さ
れ
た
銀

板
写
真
は
今
で
は
約
２
０
０
年

を
経
て
デ
ジ
タ
ル
写
真
に
発
達

し
て
お
り
、「
た
か
が
写
真
」

で
す
が
、
そ
の
記
録
性
に
お
い

て
は
歴
史
の
重
要
な
役
割
を
担

い
、
芸
術
性
に
お
い
て
も
存
在

感
を
発
揮
し
「
さ
れ
ど
写
真
」

と
い
う
位
置
付
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
小
豆
島
は
寒
霞
渓
を
は
じ
め

と
し
た
風
光
明め

い
び媚
な
自
然
と
、

虫
送
り
、
秋
祭
り
等
の
文
化
行

事
が
多
く
、
写
真
の
題
材
と
し

て
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

写
真
の
仲
間
が
集
い
、
親
睦
を

図
り
、
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
て
向
上
を

目
指
し
て
お
り
、
年
に
一
度
開

催
し
て
い
る
写
真
展
も
今
年
で

59
回
を
数
え
ま
す
。

　
現
在
、
当
団
体
で
は
、
写
真

の
好
き
な
方
や
興
味
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
何
か
と
制
限
が
多
い
時
で
す

が
「
文
化
の
薫
る
町
」
の
発
展

に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ

☎
82
︱
２
３
２
９

◆
中
学
・
高
校
の
部

　
中な

か
の野　
大だ

い
や也（小

豆
島
中
央
高
２
年
） 

　
火
花
を
読
ん
で

選
評
に
か
え
て

　
第
42
回
を
迎
え
た
小
豆
島
町

立
図
書
館
主
催
の
読
書
感
想

文
募
集
に
町
内
の
小
・
中
・
高

校
か
ら
30
編
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
ど
の
作
品
も
、
本
の
あ

ら
す
じ
を
追
う
だ
け
で
な
く
、

主
人
公
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
自

分
も
体
験
す
る
と
し
た
ら
ど
う

な
る
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
り
、

「
こ
れ
か
ら
は
主
人
公
と
同
じ

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
な
ど
想
像
力
や
思
考

力
を
働
か
せ
な
が
ら
本
を
読
ん

で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
主
人
公
の
気
持
ち
や
行
動

を
も
と
に
自
分
の
生
活
や
考
え

方
を
振
り
返
り
、
よ
り
高
め
て

い
こ
う
と
す
る
姿
が
表
れ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
読
書
は
本
を

読
む
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も

に
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め

直
す
道
し
る
べ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

が
本
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、

さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

　
高こ

う
も
と本　
華は

る瑠
（
池
田
小
２
年
）

　
時
間
っ
て
ふ
し
ぎ
だ
な

　
浜は

ま
わ
き脇　
成な

る
き輝

（
苗
羽
小
２
年
）

　
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
か
く
れ
み
の

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

　
長な

が
せ瀬　
悠ゆ

う
か加

（
池
田
小
４
年
）

　
「
ピ
カ
ド
ン
」
を
読
ん
で

　
長な

が
は
ま濱
か
さ
ね
（
苗
羽
小
３
年
）

　
う
そ
は
つ
い
て
も
い
い
の
か
な

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

　
八や

ぎ木　
勘か

ん
す
け介

（
星
城
小
５
年
）

　
コ
ロ
ナ
と
野
口
英
世
か
ら

　
学
ん
だ
こ
と

中
な か い

井　國
こ く し

史
（池田小５年）

ぼくとよっちゃん
とヒロシマ

山
や ま も と

本　侑
ゆ う な

奈
（安田小４年）

「２分の１成人式」
を読んで

真
ま さ ご

砂　里
り な

菜
（安田小１年）

はまぐちせんせいに
おねがい

多
た だ

田　朱
あ か り

里
（小豆島中央高２年）
「死」と向き合う

ということ

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

◆
中
学
・
高
校
の
部

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

　
町
立
図
書
館
主
催
の
第
42
回
読
書
感
想
文
募
集
に
、
町
内
の
小
・

中
・
高
校
生
か
ら
30
編
が
寄
せ
ら
れ
、
選
考
の
結
果
、
次
の
方
々
が

受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

文化協会
だより

Vol.８

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

第
42
回
読
書
感
想
文
最
優
秀
賞
決
定
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「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
、
実

在
す
る
事
業
者
か
ら
『
利
用
料

金
の
支
払
い
確
認
が
取
れ
な

い
』
と
い
う
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
。

電
話
で
内
容
を
問
い
合
わ
せ
た

が
、
心
当
た
り
が
な
い
」
な
ど
、

架
空
請
求
メ
ー
ル
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
電
話
番
号
宛
に
無

差
別
に
送
ら
れ
た
架
空
請
求

メ
ー
ル
と
思
わ
れ
ま
す
。
連
絡

す
る
と
、
や
り
取
り
の
中
で
自

分
の
情
報
を
知
ら
れ
、
さ
ら
に

金
銭
を
請
求
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
が
な

け
れ
ば
、
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
電
話
番
号

◦
香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

☎
62
︱
２
２
６
９

◦
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

小豆島馬
あ し び

醉木会

架
空
請
求
メ
ー
ル
に
ご
注
意

山
中
に
一
人
住
ま
ひ
は
も
う
嫌
だ
讃
岐
冨
士
見
て
子
の
家
に
坐
す　
　
　
　
　
　
柴
田　
令
子

よ
き
序
で
ス
ー
パ
ー
に
往
き
あ
れ
こ
れ
と
心
に
願
ふ
買
ひ
物
な
さ
む　
　
　
　
　
三
好　
昭
子

ス
ー
パ
ー
ま
で
六
千
余
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
今
日
の
目
玉
の
珈
琲
を
買
ふ　
　
　
大
倉
真
智
子

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
始
ま
る
ニ
ュ
ー
ス
あ
り
新
型
コ
ロ
ナ
撲
滅
成
る
か　
　
　
　
　
丹
生　
裕
子

余
白
に
は
コ
メ
ン
ト
無
き
ま
ま
着
く
賀
状
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
義
理
そ
の
も
の
ぞ　
藤
井　
哲
夫

大
吉
を
引
き
た
る
わ
れ
の
初
詣
佳
き
こ
と
あ
れ
よ
こ
の
国
の
た
め　
　
　
　
　
　
藤
本
た
だ
し
げ

宅
配
と
ス
マ
ホ
鳴
る
な
か
訪
ね
人
お
し
ゃ
べ
り
迷
ふ
師
走
の
マ
ス
ク　
　
　
　
　
八
木　
勝
子

演
練
の
結
果
も
上
が
る
札
所
寺
わ
が
グ
ル
ー
プ
も
上
達
を
せ
り　
　
　
　
　
　
　
伝
宝
千
鶴
子

覚
え
て
は
忘
れ
て
し
ま
ひ
や
り
直
し
繰
り
返
し
つ
つ
ラ
イ
ン
の
操
作　
　
　
　
　
八
木　
慶
子

退
院
し
日
常
戻
る
師
の
夫
婦
穏
や
か
な
れ
と
ひ
そ
か
に
祈
る　
　
　
　
　
　
　
　
立
住
喜
代
子

お
好
み
焼
食
は
ず
回
転
寿
司
嫌
ひ
昼
は
餅
焼
き
砂
糖
と
醤
酒　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぎ
あ
き
ら

剪
定
の
木
か
ら
樹
へ
飛
び
目
白
た
ち　
　
壺
井　
久
子

塀
越
し
の
一
枝
ほ
こ
ろ
ぶ
薄
紅
梅　
　
　
中
村　
佳
子

釣
舟
の
数
増
す
沖
や
黄
水
仙　
　
　
　
　
木
下　
由
美

春
立
ち
て
沖
に
漁
舟
や
朝
の
月　
　
　
　
岡
本
八
重
子

贅ぜ
い
た
く沢
は
こ
の
上
な
し
と
日
向
ぼ
こ　
　
　
安
藤
マ
チ
子

球
根
の
畝
の
ゆ
る
み
し
春
の
雨　
　
　
　
岡
本　
静
子

千
枚
田
今
静
ま
り
て
春
を
待
つ　
　
　
　
森
岡
の
ぼ
る

早
春
や
タ
ー
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
服
買
ひ
て　
浜
本　
晶
子

　156日㈯　
7日㈰　

13日㈯　
14日㈰　
21日㈰　

孟子を読む会
にこにこおはなし会
古文書を読む会
おはなしひとみ会
読書会（内容：「かんじき飛脚」山本 一力著）

一　　　般
幼・児　童
一　　　般
幼・児　童
一　　　般

10：00 〜 12：00
14：00 〜 14：30
10：00 〜 12：00
14：00 〜 14：30
14：00 〜 16：00

大人向け　「東日本大震災10年 防災について考える」図書展・「外国文学」特集展
　　　　　3月30日㈫まで
子供向け　「もうすぐ春」図書展・「こどもの文庫本」特集展　3月30日㈫まで

※休憩時間に換気を行います。また、入口にアルコール消毒液を置いていますので、ご
　利用ください。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
小豆島短歌会
一月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名
とんちき耕書堂青春譜
彩無き世界のノスタルジア
快男児！
共謀捜査
さのよいよい
コロナと潜水服
天を測る
野良犬の値段
当確師 十二歳の革命
約束のネバーランド
元彼の遺言状
幼なじみ
珈琲屋の人々 4
スープ屋しずくの謎解き朝ごはん ６
みんなのナポリタン
零から０へ
おたがいさま
イグジット
ばあさんは15歳
累々
花束みたいな恋をした
空気を読む脳
NHKラジオ深夜便文豪通信
誇れる郷土ガイド　中国・四国編2021年版
失敗しない投資信託を教えてください
職場六法 働く人を守る！
１日５分からの断捨離
キッチンからはじめる再生栽培

矢 野 　 隆
行 成 　 薫
高　橋　銀次郎
堂 場 瞬 一
戌 井 昭 人
奥 田 英 朗
今 野 　 敏
百 田 尚 樹
真 山 　 仁
七 緒
新 川 帆 立
佐 伯 泰 英
池 永 　 陽
友 井 　 羊
山　口　恵以子
まはら　三　桃
群　　　ようこ
相 場 英 雄
阿　川　佐和子
松 井 玲 奈
黒 住 　 光
中 野 信 子
中 川 　 越
古 田 陽 久
柳 生 大 穂
岩 出 　 誠
やましたひでこ
原　　　由紀子

（幼児向き）
ワンワンといないいないばあっ!
まねっこかがみ
ごちそうたべにきてください
たんけん ! ウニすいぞくかん
ナマケモノだから
マスクをとったら
にんじゃじゃ !

（児童向き）
すし屋のすてきな春原さん
純情 ! 卓球部
衝撃のラスト ! 二度読みストーリー
この恋は、ぜったいヒミツ。
アーヤと魔女
ちこくのりゆう

（ティーンズ向き）
青年海外協力隊員になるには
銀魂 THE FINAL

今月のロビー展

３月の行事予定

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、急きょ変更または中止となること
　がありますので、ご了承ください。

展　示　期　間 ・ 時　間 展　示　内　容

３月７日㈰～21日㈰　９時～17時 フォト集団オリーブ
「小豆島の四季」写真展

オリーブギャラリー３月の展示（オリーブナビ小豆島 2階）
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不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
家
族
の
方
を
支

援
す
る
た
め
、
過
去
に
引
き
こ

も
り
の
当
事
者
で
あ
っ
た
講
師

の
経
験
談
か
ら
関
わ
り
方
を
学

び
、
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
す

る
「
つ
な
が
ろ
う
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
3
月
11
日
㈭

　
　
　
14
時
30
分
～
16
時

場
所　
小
豆
総
合
事
務
所
東
館

　
　
　
２
階
会
議
室

対
象
者　
不
登
校
、
ひ
き
こ
も

り
な
ど
社
会
的
な
孤
立
に
悩

む
思
春
期
か
ら
50
歳
代
ま
で

の
方
を
支
え
る
家
族
の
方
等

講
師 

（
一
社
）hito.toco

（
ヒ

ト
ト
コ
） 

代
表
理
事

　
宮
武　
将
大 

氏

申
込
期
限　
3
月
5
日
㈮

※
参
加
人
数
に
よ
り
、
個
別
相

談
に
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
行

い
な
が
ら
開
催
し
ま
す
が
、
感

染
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先

　
小
豆
総
合
事
務
所
保
健
福
祉
課

☎
62
︱
１
３
７
３

つ
な
が
ろ
う
会

奨学資金貸付制度

修学の機会を確保するとともに、
本町の振興と発展に必要な人材の
育成を図ります。
・高等学校、大学などに在学中で、
　修学の意欲があり、経済的理由
　により修学が困難と認められる
　方

・高等学校等：月額10,000円
・大学、短大、専修学校等：月額
　50,000円

・町内に居住する方または中学校
　か高等学校卒業時まで町内に居
　住していた方

対象職種はありません

大学等を卒業後、町内に住所を有
し、郡内の事業所に就業するとき
は返還の猶予ができます。
返還猶予期間が５年間を経過すれば、返還が免除されます。
※ただし、奨学資金の平成28年度の貸付者は６年間、平成27年度の貸付者は７年間になります。
４月１日㈭から30日㈮まで
※特別な事情があるときは、申請期間以降に申請できる場合がありますので、お問い合わせください。

こども教育課、健康づくり福祉課、池田窓口センター、各地区公民館

こども教育課　☎ 82－7014

保健医療福祉関係職修学資金貸付制度

町立施設およびその他町が認めた施設等における保健医療福祉関係
職員の確保を図ります。

保健医療福祉関係職を目指す養
成所等に在学中で、卒業後、町
内施設およびその他町が認めた
施設等でその業務に従事しよう
とする方

左記に記載する方のうち、成績
優秀かつ向学心旺盛であり、家
庭の経済的理由により修学が困
難と認められる方

医師、助産師、看護師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、
臨床工学技士、視能訓練士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚
士、管理栄養士、保健師、社会福祉士、介護福祉士、精神保健福
祉士、保育士、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士　

月額50，000円

養成所等を卒業後、対象職種に必要となる資格を取得し、町立施設
およびその他町が認めた施設等に就業するときは返還の猶予ができ
ます。

修学資金 特別修学資金（加算部分）

所得制限があります
【計算式】
合計所得額－（扶養親族数×38
万円）が、622万円未満

所得制限があります
【計算式】
合計所得額－（扶養親族数×38万
円）が、192万円未満

所得制限はありません

月額30，000円
特別修学資金の貸付を希望される方は、修学資金と合わせて申請し
てください。

貸付開始月から在学する学校の正規の修業期間まで

貸付終了の翌月から据置期間(１年間)を経過した後、貸付を受けた
期間の２倍に相当する期間内

修学資金の返還期間を経過した後、
特別修学資金の貸付を受けた期間と
同等の期間内

目　　　 的

貸 付 対 象 者

対 象 職 種

貸 付 金 額

返 還 猶 予

返 還 免 除

申 請 期 間

申 込 用 紙 の
設 置 場 所
申 し 込 み ・
問い合わせ先

所 得 制 限

貸 付 期 間

返 還 期 間

　小豆島町では、奨学資金と保健医療福祉関係職修学資金の２つの貸付制度があり、無利子で貸し付けを行っ
ています。
　平成 29年４月から、奨学資金貸付制度では、返還猶予の免除期間を５年間に改正し、保健医療福祉関係職修
学資金貸付制度では、対象職種に歯科医師等の３職種を追加し、特別修学資金（加算部分）を新設しています。
　なお、２つの資金から同時に貸し付けを受けることはできません。詳しくは、お問い合わせください。

令和3年度　奨学生（奨学資金）・
　　　　修学生（保健医療福祉関係職修学資金）募集
令和3年度　奨学生（奨学資金）・
　　　　修学生（保健医療福祉関係職修学資金）募集
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町
内
の
夜
間
に
お
け
る
防
犯

対
策
や
事
故
防
止
の
た
め
、
国

道
、
県
道
、
町
道
な
ど
を
照
ら

す
目
的
で
、
電
柱
や
自
宅
等
の

軒
先
に
設
置
す
る
防
犯
灯
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
防
犯
灯

◦
夜
間
常
時
点
灯
し
て
い
る
も

の
（
セ
ン
サ
ー
式
は
対
象
外
）

◦
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
の
も
の

補
助
対
象
者

◦
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
事
業
者

　
（
自
治
会
は
対
象
外
）

◦
電
気
料
金
の
支
払
い
、
故
障

時
の
対
応
な
ど
設
置
後
の
維

持
管
理
が
で
き
る
方

補
助
金
額　

設
置
に
要
す
る
費
用
の
４
分

の
３
（
上
限
は
１
灯
あ
た
り

２
５
，０
０
０
円
で
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

必
要
書
類

補
助
金
交
付
申
請
書
、
付
近

の
見
取
図
、
設
置
位
置
詳
細

図
、
工
事
施
工
者
見
積
書
等

　
自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や

問
題
を
一
人
で
抱
え
る
う
ち

に
、
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た

末
の
死
で
あ
り
、
誰
か
が
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
で
防
げ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
気
づ
き

　
悩
み
や
問
題
を
抱
え
自
殺
を

考
え
て
い
る
人
は
、
口
に
出
さ

な
く
て
も
な
ん
ら
か
の
サ
イ
ン

を
出
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
人

が
そ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と

が
、
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
い
つ
も
と
違
う
変
化
に
気
づ

い
た
ら
声
を
か
け
て
悩
み
を
打

ち
明
け
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

②
傾
聴

　
助
言
や
結
論
を
急
が
ず
、
話

し
て
く
れ
た
こ
と
を
ね
ぎ
ら

い
、
ひ
と
と
お
り
最
後
ま
で
話

を
聴
き
ま
し
ょ
う
。
励
ま
し
や

安
易
な
助
言
は
禁
物
で
す
。
気

持
ち
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

③
つ
な
ぐ
・
見
守
る

　
傾
聴
す
る
こ
と
で
、
相
手
の

気
持
ち
を
軽
く
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
本
当
の
問
題
解
決

写
し
、
現
況
写
真
な
ど

※
設
置
工
事
は
で
き
る
だ
け
町

内
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
☎
82
︱
７
０
０
１

の
た
め
に
は
、
専
門
家
の
力
が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
本
人
の
意

思
を
尊
重
し
な
が
ら
、
適
切
な

支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

自
殺
予
防
や
心
の
健
康
を

支
援
す
る
相
談
窓
口

◦
香
川
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
８
７
︱
８
３
３
︱
７
８
３
０

　
（
24
時
間　
３
６
５
日
対
応
）

◦
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談（
香
川
県
）

　
☎
０
８
７
︱
８
３
３
︱
５
５
６
０

　
（
月
～
金　
9
時
～
16
時
30
分
）

◦
こ
こ
ろ
の
電
子
メ
ー
ル
相
談

（
香
川
県
）

　

http://w
w

w
.pref.kagaw

a.
jp/seishinhoken/m

okuji/
m

ail.htm
l

◦
働
く
人
の
「
こ
こ
ろ
の
耳
電

話
相
談
」

　
　
０
１
２
０
︱
５
６
５
︱
４
５
５

　
（
月
・
火　

17
時
～
22
時　

土
・
日　
10
時
～
16
時
）

◦
働
く
人
の
「
こ
こ
ろ
の
耳
Ｓ

Ｎ
Ｓ
・
メ
ー
ル
相
談
」

　

http://kokoro.m
hlw

.
go.jp

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

あ
な
た
と
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

〜 

あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動 

〜

明
る
く
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

～
防
犯
灯
設
置
支
援
事
業
～

≪青少年健全育成啓発≫

児童期には活動性を
育てましょう

教育支援センター
若竹教室

学校を休みがちな
子どもたちのための
教室です

幼児期には自立心を
育てましょう

当センターでは相談の窓口を設けています。
子どもの不登校、いじめ、非行、進路など遠慮なく
ご相談ください。

問い合わせ先 小豆地区少年育成センター
小豆地区教育支援センター

ヤング相談電話 ☎６２－６２００

乳児期には信頼感を
育てましょう

子どもは成長するにしたがって、我慢する心や人への思いやり、また社会のルールを
学び、自立していくものです。そのためには欠くことのできない発達課題があります。
その時々に応じた時期を健やかに成長していけるよう、家族のあたたかい思いやり

やしっかりした支えが必要です。

家庭の日
≪毎月第３金曜日≫
家に帰ればほっとする。
そんな家庭でありたいも
のです。家族で食事や
会話を楽しんで、心のふ
れあう機会を持ちましょ
う。

。

青年前期には自発性を
育てましょう
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　1 月 26 日、小豆島中学校において、バスの乗り方
教室が開催されました。
　公共交通機関としてのバスを身近に感じてもらう
ため、小豆島地域公共交通協議会が高校進学などで
バスを利用することが多くなる 3 年生を対象に実施
し、生徒たちはバスの乗降の仕方や IC カードの使い
方などを実際のバスに乗車し、体験しました。
　車内では、バスガイドに扮した地域おこし協力隊
員によるオリーブバスクイズが出題されるなど、楽
しく公共交通について学ぶことができました。

　1 月 29 日、小豆島町役場本会議場において、
町内 4 小学校の 6 年生による小学生議会が開催
されました。
　今年は、密を避けるため、3 部に分けて実施し、
小学生議員は、新型コロナウイルス感染症対策に
関することや空き家の活用など、さまざまな質問
を行いました。まちの現状を分析し、よりよくす
るための想いが込められた提案をこれからのまち
づくりに活かしていきます。
　同時に行われた庁舎見学では、各課の仕事の
説明を受け、役場の業務について理解を深めた 1
日となりました。

　2 月 1 日、地域おこし協力隊とし
て着任した高谷友佳子さんに辞令が
交付されました。来年開催される瀬
戸内国際芸術祭 2022 に向けて、作
品の製作や運営に関する補助、地域
との連絡調整など「瀬戸内国際芸術
祭地域コーディネーター」として活
動します。
　高谷さんは「これまで国内外でさ
まざまな人々と事業を行った経験を
活かし、国際的かつ地元に根差した芸術祭成功に向け
て、地元の方々の声を丁寧に伺うことを第一に活動を
進めていきたい。」と抱負を述べました。

近な公共交通機関の利用方法を学ぶ
バスの乗り方教室

身

年度５人目の地域おこし協力隊員が着任
しました

地域おこし協力隊辞令交付式

今

ちの未来をよりよくするための提案
小学生議会

ま

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　   （https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

企画財政課
高谷友佳子さん

（兵庫県姫路市出身）
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く
ら
し
の
情
報

３月
March

応
募
資
格

◦
看
護
師
も
し
く
は
准
看
護
師

の
資
格
を
有
す
る
方

◦
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
採
用
予
定
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

◦
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
し

な
い
こ
と

申
込
書
類　
申
込
書
・
履
歴
書

（
指
定
の
も
の
）、
自
動
車

運
転
免
許
証
の
写
し
、
看

護
師
も
し
く
は
准
看
護
師

免
許
証
の
写
し

採
用
予
定
年
月
日　
随
時

試
験
日
時
・
場
所　
別
途
通
知

申
込
期
間　
随
時

※
採
用
予
定
者
数
に
達
し
た
時

点
で
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組　

　
合
事
務
局

☎
62
︱
６
５
６
５

　
毎
年
、
氏
政
の
命
日
に
近
い

3
月
初
旬
、「
平
井
兵
左
衛
門

氏
政
終
焉
の
地
」（
町
指
定
史

跡
）
に
お
い
て
、
追
善
供
養
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、「
池

田
の
桟
敷
」（
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
）
に
お
い
て
、
霊
神
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　
3
月
7
日
㈰

◦
追
善
供
養　
9
時
30
分
頃
～

◦
平
称
霊
神
祭　
10
時
頃
～

日
時

◦
3
月
13
日
㈯　
18
時
～

◦
3
月
14
日
㈰　
14
時
～

場
所　
四
国
学
院
大
学

　
　
　
ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ

問
い
合
わ
せ
先　

四
国
学
院
大
学
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
研
究
所

☎
０
８
７
７
︱
６
２
︱
２
３
２
４

　
毎
月
第
４
日
曜
日
に
地
元
の

新
鮮
な
農
林
水
産
物
を
軽
ト
ラ

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
時　
3
月
28
日
㈰　
９
時
～

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

場
所　
オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島

　
　
　
駐
車
場

※
エ
コ
バ
ッ
グ
を
お
持
ち
の

上
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
道
の
駅
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
公
園

☎
82
︱
２
２
０
０

日
時　
3
月
4
日
㈭

　
　
　
10
時
～
13
時

面
接
相
談

場
所　
香
川
県
弁
護
士
会
館

　
　
（
高
松
市
丸
の
内
２
︱
22
）

相
談
料　
無
料

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。電

話
相
談

☎
０
８
７
︱
８
０
２
︱
５
２
２
８

　
（
相
談
日
の
み
開
設
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
香
川
県
弁
護
士
会

☎
０
８
７
︱
８
２
２
︱
３
６
９
３

　
講
演
会
や
講
座
を
開
催
し
て

い
る
間
、
託
児
室
で
子
ど
も
と

一
緒
に
遊
ん
で
く
だ
さ
る
託
児

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
要
件

◦
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ

と
が
好
き
な
方

◦
子
育
ち
を
応
援
し
た
い
方

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

る
方

活
動
時
間　
約
２
時
間

※
事
業
の
終
了
時
間
に
合
わ
せ

て
延
長
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

託
児
の
対
象
者　

　
生
後
８
か
月
～
小
学
校
３
年
生

募
集
期
限　
３
月
26
日
㈮

※
年
度
途
中
で
も
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
住
民
生
活
課

　
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
82
︱
７
０
０
４

募
集
人
数　
２
人
程
度

任
期　
４
月
か
ら
２
年
間

活
動
内
容

①
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
い

き
い
き
プ
ラ
ン
（
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
）
の
推
進
・

見
直
し
に
関
す
る
協
議

②
男
女
共
同
参
画
の
普
及
・
啓

発
※
い
き
い
き
プ
ラ
ン
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限　
３
月
26
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
住
民
生
活
課

　
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
82
︱
７
０
０
４

募
集
区
分

　
小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム　

　
看
護
師
も
し
く
は
准
看
護
師

　
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）　

募
集
人
員　
　
　
　
１
人
程
度

募
集

R
ecru

itm
en
t

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

小
豆
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
募
集

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
公
演

『
三
人
姉
妹m

onologue

』

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
募
集

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

平
井
兵
左
衛
門
氏
政
追
善
供
養

軽
ト
ラ
産
直
市

相
談

A
d
v
ice

自
殺
対
策
強
化
月
間
に
お
け
る

全
国
一
斉
「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
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日
時　
３
月
10
日
㈬

　
　
　
10
時
～
16
時

場
所　
小
豆
島
町
役
場
本
館

　
　
　
１
階　
打
合
室
１

相
談
内
容　

　
経
営
相
談　
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

　
電
話
で
事
前
に
ご
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
予
約
先

◦
３
月
12
日
㈮　
10
時
～
15
時

　
小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階

　
会
議
室
5　

　
高
松
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

◦
３
月
17
日
㈬
・
26
日
㈮

　
10
時
～
15
時

　
池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

　
保
健
指
導
室　

　
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
６
０
２
０

※
３
月
17
日
㈬
、
26
日
㈮
の
年

金
相
談
は
、
年
金
事
務
所
と
同

様
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　
3
月
13
日
㈯

　
　
　
9
時
～
12
時

場
所　
イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
土
庄
簡
易
裁
判
所
民

事
調
停
委
員
、
高
松
家
庭

裁
判
所
土
庄
出
張
所
家
事

調
停
委
員

内
容　
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、

交
通
事
故
、
土
地
境
界
、
夫

婦
関
係
、
親
子
関
係
な
ど

の
も
め
ご
と
一
切

相
談
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
土
庄
調
停
協
会

☎
62
︱
８
４
８
４

日
時　
3
月
16
日
㈫

　
　
　
14
時
30
分
～
16
時
10
分

場
所　
小
豆
総
合
事
務
所
東
館　
　
　

　
　
　
1
階　
デ
イ
ケ
ア
室

　
「
そ
の
火
事
を　
防
ぐ
あ
な

た
に　
金
メ
ダ
ル
」
の
統
一
標

語
の
も
と
、
本
年
も
恒
例
の
春

の
火
災
予
防
運
動
が
、
３
月
１

日
㈪
か
ら
７
日
㈰
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
昨
年
、
小
豆
郡
内
で
は
6
件

の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
た

ば
こ
の
不
始
末
や
調
理
器
具
、

暖
房
器
具
か
ら
の
出
火
な
ど
、

家
庭
内
で
の
不
注
意
が
原
因
の

も
の
や
老
朽
化
し
た
電
気
器

具
か
ら
の
出
火
も
増
え
て
い
ま

す
。家

庭
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

●
た
ば
こ
に
よ
る

火
災
を
防
ぐ
た
め

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め

る
②
吸
殻
は
火
が
確
実
に
消
え
た

こ
と
を
確
認
し
、
専
用
の

吸
い
殻
入
れ
に
捨
て
る

③
灰
皿
に
水
を
入
れ
る

●
調
理
器
具
・
暖
房
器
具
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

①
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必

ず
火
を
消
す

②
衣
服
へ
の
着
火
に
注
意
す
る

③
整
理
整
頓
を
心
が
け
、
コ
ン

ロ
や
レ
ン
ジ
の
ま
わ
り
に

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い

④
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
洗
濯

物
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い

※
最
近
、
ス
ト
ー
ブ
を
原
因
と

す
る
火
災
が
続
い
て
い
ま
す
の

で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
電
気
器
具
、
配
線
器
具
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

①
た
こ
足
配
線
や
配
線
を
束
ね

た
ま
ま
使
用
し
な
い

②
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
は
、

ほ
こ
り
な
ど
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
定
期
的
に
清
掃
す

る
③
コ
ー
ド
の
上
に
物
を
置
か
な

い
④
異
常
が
あ
る
場
合
は
使
用
し

な
い

⑤
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
を
使
用
す

る
場
合
は
、
電
気
容
量
（
許

容
電
流
）
を
守
る

　
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た

め
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
は

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
れ
ら

の
こ
と
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相　

　
談（
診
察
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
総
合
事
務
所

　
保
健
福
祉
課☎

62
︱
１
３
７
３

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

年

金

相

談

調
停
相
談
会

思
春
期
相
談

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

石
綿
に
よ
る
健
康

被
害
を
受
け
た
方

の
ご
遺
族
の
皆
さ

ま
へ

　
石
綿
を
原
因
と
す
る
中

皮
腫
や
肺
が
ん
等
で
亡
く

な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

の
方
に
つ
い
て
は
、
労
災

保
険
の
遺
族
補
償
給
付
を

受
け
る
権
利
が
５
年
の
時

効
で
消
滅
し
て
い
た
場
合

で
も
、
特
別
遺
族
給
付
金

の
請
求
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
香
川
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
８
９
２
１

◦
高
松
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
８
９
４
８
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３月　くらしのカレンダー
町内の
【１月】 発生状況

事故・火災・救急
1 月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 0 0 4
負 傷 者 0 0 3
死 亡 者 0 0 1
火　　災 0 0 0
救　　急 77 77 52

【譲ります】

【求めます】

小豆島中学校制服一式
　　　　　　　　女子　Lサイズ
ベビーカー
ベビーサークル
炊飯器

小豆島中央高校制服一式・
　体操服一式　女子　165㎝
ホームベーカリー
チャイルドシート
石油ファンヒーター

無償

無償
無償
無償

無償

無償
無償
無償

役場では品物をお預りしていません。
また、家電 4 品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵（凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
石油ファンヒーター、ホットプレート、
石油ストーブ、炊飯器はリサイクルでき
ました。ご協力ありがとうございました。

※火災ゼロ 341 日継続中（１月 31 日現在）

寄　付みなさんからの

小豆島町社会福祉協議会へ
　▷社会福祉法人サンシャイン会

（蒲生）

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（12〜１月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸内の
島々の魅力をお伝えしています。
　3月は、「麹と甘酒」、「春の二十四の瞳映画村」、「ミモザと桜の季
節」、「春の小豆島オリーブ公園」などの話題をお届けする予定です。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、放送内容は変更になる場合があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）では、
小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。住民生活課（☎ 82 − 7004）

（敬称略）

冬の親子自然観察会
「木の観察会～冬芽と木肌～」

日時　3月6日㈯　9時～12時（8時30分集合）※雨天中止
場所　殿川ダム周辺　（殿川ダム管理事務所裏集合）
持ち物　おにぎり、水筒、レジャーシートなど
服装　歩きやすい服装
内容　冬の木を観察します。お楽しみアクティビティも企画し
　　　ています。
参加費　大人　200円　こども　100円（当日集金、保険料を含む）
定員　親子15組程度　(先着順)
申込期限　３月１日㈪　17時
※一般の方も参加できます。
※新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。また、感染状
　況によっては、中止となる場合があります。
申し込み・問い合わせ先　　　
　小豆島自然観察会事務局（土庄町立中央公民館内）
　☎62−7013　FAX62−0387

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

　 　 　

９日 火 心配ごと相談所　13：30〜15：30　小豆島町役場西館1階相談室3行政相談　　　　13：30〜16：00

10日 水 よろず小豆島サテライト　10：00〜16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）11：00〜15：30　小豆島町役場本館1階打合室2

12日 金 年金相談（要予約）10：00〜15：00　小豆島町役場西館2階会議室5
健康相談　　　　13：30〜14：30　城山会館

16日 火 思春期相談　　　14：30〜16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

17日 水 年金相談（要予約）10：00〜15：00　池田保健センター1階保健指導室
19日 金 食の教室Ｋ’ｓキッチン　 10：00〜11：00　小豆島町役場西館1階保健センター

22日 月 健康相談　　　　10：00〜11：00　吉田地区浜集会所
行政相談　　　　13：30〜16：00　池田保健センター1階保健指導室

23日 火 健康相談　　　　10：00〜11：00　当浜第二集会所
心配ごと相談所　13：30〜15：30　池田保健センター1階保健指導室

25日 木 健康相談　　　　10：00〜11：00　小豆島町役場西館1階保健センター
26日 金 年金相談（要予約）10：00〜15：00　池田保健センター1階保健指導室
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▽
訂
正
と
お
詫
び
△

　
広
報
し
ょ
う
ど
し
ま
２
月

号
16
ペ
ー
ジ
の
「
人
の
動

き
【
お
く
や
み
】」
に
お
い
て
、

坂
本
登
茂
子
さ
ん
の
届
出
人

を
「
敬
仁
」
さ
ん
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、正
し
く
は「
清

水
敬
仁
」
さ
ん
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

福
田　
　
誠
・
あ
い

氏
名　
夫　
　

妻

神
懸
通	

地

区

　『 

「
い
つ
か
」
を
「
確
か
」
に
。 

』
現
住
所
　
安
田

濱は
ま
も
と本

　
淳あ
つ
し史

さ
ん
・
裕ゆ
う
こ子

さ
ん

　
小
豆
島
に
移
住
し
、
早
3
か

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
と
は
言

え
、
ま
だ
3
か
月
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
も
そ
も
移
住
を
本
格
的

に
考
え
出
し
た
の
は
昨
年
の
7

月
で
、
こ
の
度
、
本
エ
ッ
セ
イ

の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
こ
の
半

年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
小

豆
島
の
皆
様
に
い
た
だ
い
た
ご

縁
と
導
き
に
よ
っ
て
、
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
進
ん
だ
こ
と
が
多

く
、
何
と
も
不
思
議
な
心
地
に

な
り
ま
す
。

　
過
去
に
香
川
へ
旅
行
で
何
度

か
訪
れ
、
そ
の
度
、
「
い
つ

か
、
香
川
に
住
み
た
い
ね
。
」

と
夫
婦
共
々
ど
ち
ら
と
も
な
く

呟
い
て
い
ま
し
た
。
他
の
土
地

に
も
足
を
運
び
ま
し
た
が
、

「
や
っ
ぱ
り
、
香
川
だ
ね
。
」

と
こ
れ
ま
た
、
ど
ち
ら
と
も
な

く
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
状
も
続
く
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
「
い
つ
か
」

を
「
確
か
」
に
す
る
機
会
が
随

分
と
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
時
期
を
待
つ
の
で
は
何
も

変
わ
ら
な
い
。
自
分
た
ち
の
力

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
、
で

き
る
道
筋
を
少
し
で
も
考
え
、

と
に
か
く
動
い
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
漠
然
と
香
川
を
思
い
描
い
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、

島
。
と
は
言
え
、
生
活
の
便

も
考
え
、
ま
だ
訪
れ
た
こ
と

は
な
い
が
、
小
豆
島
は
ど
う
だ

ろ
う
。
そ
う
思
い
立
っ
て
か
ら

ネ
ッ
ト
と
電
話
を
駆
使
し
、
情

報
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
9
月
に
初
め
て
小
豆
島
を
訪

れ
、
広
い
空
と
穏
や
か
な
海
、

言
葉
を
交
わ
し
た
小
豆
島
の
皆

さ
ん
の
佇
ま
い
か
ら
「
こ
こ

が
、
い
い
。
」
あ
っ
と
い
う
間

に
2
人
の
意
見
は
一
致
し
ま
し

た
。
住
居
も
決
ま
り
、
10
月
に

引
っ
越
し
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
仕
事
も
速
や
か
に
決
ま
り
ま

し
た
。
物
事
が
一
気
に
進
み
、

当
初
思
い
描
い
て
い
た
理
想

に
近
い
形
で
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　
小
豆
島
に
漂
う
ご
縁
に
手
を

伸
ば
せ
ば
、
そ
の
肌
触
り
は

と
て
も
心
地
の
よ
い
も
の
で
し

た
。
移
住
す
る
に
当
た
り
、
無

知
な
私
た
ち
の
相
談
や
質
問
に

応
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は

た
だ
た
だ
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
は
気
持
ち
よ
く
島
で
の

生
活
を
満
喫
し
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
い
つ
か
私
た
ち
に
も
ご

縁
を
差
し
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
私
た
ち
が
感
じ
た
小
豆

島
の
温
か
で
穏
や
か
な
肌
触
り

を
少
し
で
も
次
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
文
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

移
住
し
て
ま
だ
3
か
月
で
す
。

や
る
べ
き
事
、
や
り
た
い
事
、

訪
れ
た
い
場
所
が
多
く
、
せ
わ

し
な
い
で
す
が
、
「
い
つ
か
」

と
思
い
描
い
て
い
た
毎
日
が

「
確
か
」
に
な
っ
た
毎
日
は
と

て
も
幸
せ
で
す
。

竹
部
悦
子

澤
井
ミ
チ
ヱ

中
井
久
智

北
橋
花
子

竹
内
ツ
ヤ
子

岡
本
義
正

明
田
春
子

氏　
名

87 74 82 96 88 90 87 歳
一

郎

赤
根
加
代
子

清

子

大
川
新
也

誠
浩

太

定

滿

届
出
人

〃
安

田
〃

神
懸
通

二

面

中

山

池

田

地　
区

岡
田
貴
代
子

竹
部
光
治

北
原
敏
郎

植
松
美
惠
子

森
野
太
津
子

中
田
敬
二

土
居
正
行

90 83 71 89 85 82 82

亨
智

之

木
下
淳
子

洋

雄

滿
丸
文
子

田
口
博
子

沙

織
古

江
〃 〃

馬

木
〃 〃

安

田

1
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

【
お
め
で
た
】

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

人
動
の

き

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　
生　

（
１
人
）

◎
婚　
　
姻　

（
１
組
）

◎
死　
　
亡　

（
14
人
）

大
久
保
初は

つ
ね音

赤
ち
ゃ
ん

女性
別

夏

帆

届
出
人

草
壁
本
町

地　
区

人　口

男　性

女　性

世帯数

人

人

人

世帯

（ー 23 人）

（ー 9 人）

（ー 14 人）

（ー 8）

（2月１日現在（　）内は前月比）

13,539

6,389

7,150

6,224

企
画
・
編
集
/小
豆
島
町
企
画
財
政
課

〒
761-4492　

香
川

県
小

豆
郡

小
豆

島
町

片
城

甲
44-95

TEL（
0879）82-7000・

FA
X（

0879）82-7023
2021

年
３
月
１
日
発
行
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オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。


